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は
じ
め
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
・
度
重
な
る
緊
急
事
態
宣
言
で
、
お
客
様
と
直
に
接
触
で
き
な
い
、
接

客
が
で
き
な
い
、
接
客
で
き
た
と
し
て
も
最
小
限
の
時
間
で
、
と
い
う
状
況
が
約
１
年
半
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
、
本
書
を
手
に
取
っ
た
皆
さ
ん
は
、「
接
客
」
に
つ
い
て
、
考
え
を
巡
ら
せ
て
い
た
で
し
ょ
う
。

「
こ
れ
か
ら
接
客
は
、
ど
う
な
る
の
か
な
？
」

「
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
で
代
替
で
き
る
な
ら
、
人
手
が
か
か
る
接
客
は
、
減
ら
し
て
も
い
い
の
で
は
…
…
」

「
ど
ん
な
接
客
だ
っ
た
ら
、
自
社
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
特
長
に
な
る
の
か
？
」

「
今
行
っ
て
い
る
接
客
は
、
お
客
様
が
わ
ざ
わ
ざ
来
店
し
て
も
受
け
た
い
レ
ベ
ル
な
の
か
？
」

「
ど
ん
な
接
客
教
育
を
す
れ
ば
、
人
件
費
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
を
企
業
に
も
た
ら
す
人
財
に
、
成
長
し
て
く

れ
る
の
か
？
」

「
接
客
業
を
天
職
だ
と
思
っ
て
い
る
け
ど
、
一
生
涯
の
仕
事
と
し
て
続
け
ら
れ
る
の
か
？
」
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ま
た
、
一
部
の
声
と
し
て
、

「
今
後
、
人
に
よ
る
接
客
は
、
な
く
な
る
の
で
は
…
…
」
と
い
う
、
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
私
は
、
業
界
第
２
位
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
、
大
手
バ
イ
ク
メ
ー
カ
ー
、
業
界
Ｎ
Ｏ
．
１
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
ハ
イ
ジ
ュ
エ
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
、
九
州
Ｎ
Ｏ
．
１
の
メ
ガ
ネ
チ
ェ
ー
ン
、
大

手
釣
具
メ
ー
カ
ー
、
居
酒
屋
チ
ェ
ー
ン
な
ど
で
、
接
客
を
中
心
に
し
た
フ
ァ
ン
育
成
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
教
育
の
仕
事
を
約
20
年
行
っ
て
き
ま
し
た
。
接
客
の
可
能
性
を
信
じ
て
き
た
私
で
も
、〝
冷
静
に
日

常
の
買
い
物
を
振
り
返
っ
て
み
る
〟
と
、
今
行
わ
れ
て
い
る
接
客
の
80
％
は
、
い
ず
れ
な
く
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
朝
起
き
て
、
身
支
度
を
し
て
、
朝
食
を
食
べ
た
後
、

◇
会
社
に
行
く
途
中
で
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
寄
っ
て
、ド
リ
ン
ク
を
購
入
し
て
、

◇
昼
食
は
、会
社
近
く
の
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
で
食
べ
た
。

◇
会
社
が
終
わ
っ
て
、フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
シ
ャ
ツ
を
買
い
、
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◇
夕
食
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す
ま
せ
た
。

◇
夜
は
、ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
個
人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
。

現
状
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
５
店
舗
す
べ
て
で
、
人
に
よ
る
接
客
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
個

人
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
除
く
４
店
舗
の
接
客
、
つ
ま
り
80
％
の
接
客
は
、
今
後
な
く

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
人
に
よ
る
接
客
の
必
要
性
が
、
低
い
か
ら
で
す
。
必
要
性
が
低
い
も
の
は
、「
業
種
・
業

界
の
事
情
」「
法
規
制
」「
A
I
・
I
T
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
コ
ス
ト
」
に
よ
っ
て
、
ス
ピ
ー
ド
の
違
い
は

あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

一
方
で
、
今
行
わ
れ
て
い
る
接
客
の
内
、
20
％
の
接
客
は
、
人
に
よ
る
接
客
の
必
要
性
が
高
く
、
ず
っ

と
残
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
い
る
接
客
＝
ず
っ
と
残
る
接
客
」
で
す
。「
い
る
接
客
＝
ず
っ
と
残

る
接
客
」は
、「
人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
」「
人
に
幸
福
感
を
与
え
る
接
客
」で
、
そ
れ
は
人
間
に
し
か
で
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き
な
い
。
そ
れ
が
コ
ロ
ナ
禍
で
「
接
客
」
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
た
私
の
結
論
で
し
た
。

こ
の
結
論
に
至
る
ま
で
に
、
次
の
よ
う
な
思
考
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

■
接
客
に
は
、30
年
周
期
で
大
き
な
節
目
が
あ
っ
た
。
２
０
３
０
年
以
降
、接
客
は
激
減
す
る
。

■
ネ
ッ
ト
通
販
は
、私
た
ち
の
買
い
物
を
便
利
に
し
て
く
れ
た
け
ど
、幸
せ
に
は
し
て
く
れ
な
い
。

■
接
客
が
一
般
化
し
た
の
は
室
町
時
代
で
、店
舗
の
接
客
販
売
は
３
５
０
年
前
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

■
今
、接
客
が
行
っ
て
い
る
、情
報
提
供
・
案
内
・
会
計
は
、Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
で
代
替
で
き
る
。

■
人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
、お
客
様
に
幸
福
感
を
与
え
る
接
客
は
、人
し
か
で
き
な
い
。

■
お
客
様
の
感
情
を
、小
さ
く
て
も
数
多
く
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
接
客
が
、人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
。

■
お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
の
間
柄
で
は
傾
聴
は
進
ま
な
い
。
共
感
は
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。

■
共
振
に
は
想
像
力
が
大
事
。
接
客
で
発
揮
す
る
想
像
力
を
、具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
こ
と
が
、

第
一
歩
。

■
お
客
様
と
の
関
わ
り
を
ず
っ
と
続
け
る
た
め
に
は
、分
か
ち
合
う
感
覚
を
持
た
な
い
と
難
し
い
。

■
共
感
・
共
振
・
共
有
の
３
つ
の
軸
で
、お
客
様
の
感
情
を
動
か
す
こ
と
で
、接
客
は
お
客
様
を
幸
せ
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に
で
き
る
。

■
お
客
様
を
幸
せ
に
す
る
接
客
は
、未
来
永
劫
、ず
っ
と
残
る
。

こ
の
認
識
を
持
つ
に
至
っ
た
思
考
の
足
跡
を
、
丁
寧
に
綴
っ
た
の
が
本
書
で
す
。
多
く
の
接
客
の
本
は
、

接
客
を
実
務
と
し
て
長
年
行
っ
て
き
た
人
が
、
自
ら
の
体
験
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
本
書
は
違
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う
な
章
立
て
に
な
っ
て
い
ま
す
。

序
章
　
「
未
来
永
劫
、
ず
っ
と
残
る
接
客
」

第
１
章
「
接
客
の
歴
史
、
接
客
の
こ
れ
か
ら
」

第
２
章
「
拡
大
す
る
ネ
ッ
ト
通
販
、
死
角
は
あ
る
の
か
」

第
３
章
「
お
客
様
に
近
づ
く
、
共
感
接
客
」

第
４
章
「
お
客
様
を
導
く
、
共
振
接
客
」

第
５
章
「
お
客
様
と
つ
な
が
る
、
共
有
接
客
」

第
６
章
「
人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
を
広
げ
る
仕
組
み
」
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序
章
で
は
〝
い
る
接
客
＝
ず
っ
と
残
る
接
客
〟
の
結
論
、
本
書
の
核
心
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
続
く

第
１
章
で
は
、
接
客
の
歴
史
、
接
客
の
役
割
変
化
、
最
新
の
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
接
客
の
事
例
か
ら
、〝
人

に
し
か
で
き
な
い
接
客
〟〝
人
が
や
ら
な
く
て
も
い
い
接
客
〟
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
ま
し
た
。

第
２
章
は
、
接
客
・
リ
ア
ル
の
世
界
の
正
反
対
に
存
在
す
る
、
ネ
ッ
ト
通
販
に
つ
い
て
、「
リ
ピ
ー

タ
ー
に
な
り
づ
ら
い
」「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
進
ま
な
い
」
な
ど
、
あ
え
て
弱
点
に
つ
い
て
考
察
し
ま
し
た
。

第
３
章
・
第
４
章
・
第
５
章
は
、〝
人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
＝
共
感
接
客
・
共
振
接
客
・
共
有
接
客
〟

の
中
身
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
力
を
、
脳
科
学
・
仏
教
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
物
理
・
こ
れ
か
ら
の
働
き

方
な
ど
、
異
分
野
に
視
野
を
広
げ
て
、
お
話
し
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
ト
ー
ク
例
を
使
い
な
が
ら
、
実

務
レ
ベ
ル
に
ま
で
落
と
し
込
み
ま
し
た
。

最
後
の
第
６
章
で
は
、
人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
を
、
一
部
の
ス
タ
ッ
フ
が
す
で
に
行
っ
て
い
な
が
ら
も
、

企
業
内
・
現
場
に
広
が
ら
な
い
理
由
を
紐
解
き
ま
す
。
そ
し
て
、
１
つ
の
現
場
で
進
め
て
い
く
方
法
、
教
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育
で
広
げ
て
い
く
方
法
、
企
業
全
体
に
根
付
か
せ
て
い
く
方
法
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、「
人
に
よ
る
接
客
」
を
大
切
に
考
え
て
い
る
、
人
を
通
じ
て
付
加
価
値
を
届
け
た
い
、
す

べ
て
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
！ 

と
想
っ
て
書
き
ま
し
た
。

今
、
接
客
を
仕
事
に
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
接
客
の
導
入
が
進
む
中
で
、
お
客
様

は
〝
人
に
よ
る
接
客
〟
に
、
ど
ん
な
こ
と
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
理
解
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
接
客
を
見

直
し
て
み
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
接
客
の
完
成
度
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
で
、

今
よ
り
も
接
客
で
お
客
様
を
幸
せ
に
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
皆
さ
ん
を
目
に
す
れ
ば
、

接
客
業
に
憧
れ
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
。

本
部
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
本
を
読
む
こ
と
で
〝
自
社
の
接
客
の
本
質
的
な
改
善
点
〟
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
接
客
教
育
を
、
ど
ん
な
方
向
で
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
見
え
て
き
ま
す
。
そ
し

て
、
皆
さ
ん
が
現
場
に
求
め
る
接
客
が
変
わ
れ
ば
、
接
客
ス
タ
ッ
フ
の
採
用
基
準
・
評
価
基
準
・
人
員
配
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置
に
も
影
響
が
及
ぶ
で
し
ょ
う
。

経
営
者
（
事
業
の
責
任
者
）
の
皆
さ
ん
に
は
、
企
業
の
持
続
的
な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に

競
合
他
社
に
対
す
る
持
続
的
な
優
位
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
中
心
で
あ
る
「
接
客
」

に
、
再
注
目
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
「
成
長
し
続
け
る
接
客
組
織
」「
業
界
Ｎ
Ｏ
．

１
の
接
客
」
へ
の
道
筋
を
、
思
い
描
い
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
接
客
改
善
の
実
務
は
、
経
営
者
が

関
わ
る
こ
と
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
自
社
の
接
客
の
将
来
は
、
経
営
者
が
指
し
示
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。人

は
、
目
指
す
べ
き
未
来
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
前
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
未
来
を
切
り
開
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
の
接
客
の
世
界
に
、
皆
さ
ん
を
お
連
れ
し
ま
す
。
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プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
「
共
感
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共
振
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2
1
3

「
共
有
接
客
」の
実
践
事
例
・
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人
を
幸
せ
に
す
る
接
客
を
広
げ
る
仕
組
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3
つ
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推
進
方
法
で
広
げ
て
い
く
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2
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1
つ
目
の
推
進
方
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あ
る
現
場
で
進
め
て
い
く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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自
分
、希
望
者
、全
員
と
、徐
々
に
広
げ
て
い
く



いる接客、いらない接客　目次

現
場
リ
ー
ダ
ー
が
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
を
ケ
ア
す
る

内
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
、共
感
・
共
振
・
共
有

2
つ
目
の
推
進
方
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教
育
プ
ロ
ブ
ラ
ム
で
広
げ
て
い
く
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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3
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新
し
い
教
育
に
対
し
て
の
懐
疑
的
な
意
見
は
、間
違
っ
て
い
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�「
共
感
・
共
振
・
共
有
接
客
の
教
育
」に
は
、ベ
テ
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
も
参
加

研
修
が
1
回
だ
け
だ
と
、効
果
は
限
定
的

�

接
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育
の
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Ｘ
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ン
ラ
イ
ン
教
育
で
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
も
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狭
め
る
こ
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織
の
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促
し
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い
く

�

成
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け
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織
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欠
か
せ
な
い
、オ
リ
ジ
ナ
ル
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い

�

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
が
乏
し
い
接
客
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
理
由

人
事
制
度
ま
で
行
き
着
け
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、活
動
が
継
続
す
る

成
長
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続
け
る
接
客
組
織
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組
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な
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テ
キ
な
接
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を
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け
た
週
末


